
三
輪
長
泰
『
改
正
越
後
国
佐
渡
国
全
図
並
付
録
』
に
つ
い
て

堀

健

彦

1
　
は
じ
め
に

近
世
越
後
で
作
成
さ
れ
た
地
誌
と
し
て
最
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
北
越
雪
譜
』
　
で
あ
ろ
う
。
『
北
越
雪
譜
』
　
は
、
魚
沼
郡
の
塩
沢
で

縮
仲
E
貝
商
を
営
ん
で
い
た
鈴
木
牧
之
が
執
筆
し
、
江
戸
で
天
保
年
間
に
出
版
さ
れ
た
。
商
業
的
出
版
物
と
い
う
性
格
か
ら
か
、
雪
な
ど
の
風
土

的
特
徴
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
越
後
全
体
に
及
ぶ
地
理
的
な
叙
述
と
そ
れ
を
具
体
的
に
描
写
す
る
挿
絵
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
同
書
は
、
鈴

木
牧
之
の
長
年
に
渡
る
研
鉾
の
成
果
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

『
北
越
雪
譜
』
　
に
次
い
で
有
名
な
越
後
の
近
世
地
誌
と
し
て
は
、
宝
暦
六
ハ
年
（
一
七
五
六
）
　
完
成
の
　
『
越
後
名
寄
』
　
と
、
文
化
一
二
年
　
（
一

八
一
五
）
完
成
の
　
『
越
後
野
志
』
　
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
前
者
は
寺
泊
で
医
師
を
生
業
と
L
て
い
た
丸
山
元
純
、
後
者
は
水
原
で
善
雄
を
営
ん
で

い
た
小
田
島
允
武
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
　
『
北
越
雪
譜
』
と
異
な
り
、
筆
写
に
よ
り
流
布
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
『
越
後

名
寄
』
　
は
全
三
一
巻
、
『
越
後
野
志
』
　
は
全
二
〇
巻
（
外
集
二
七
巻
）
　
と
極
め
て
大
部
な
も
の
で
、
内
容
も
詳
細
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
本
格
的
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3
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な
も
の
で
あ
っ
た
。
『
越
後
名
寄
』
　
は
　
『
越
佐
叢
書
』
、
『
越
後
野
志
』
　
は
本
編
が
越
後
野
志
刊
行
会
、
外
集
の
一
部
が
新
潟
県
郷
土
叢
書
編
集

（
4
）

委
員
会
に
お
い
て
、
翻
刻
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
容
易
に
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
世
越
後
地
誌
は
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
多
数
存
在
す
る
が
、
『
越
佐
叢
書
』
等
の
翻
刻
・
出
版
事
業
の
恩
恵
を
受
け
、
内
容
を
知
り
う
る
も

・一・・1－



の
も
多
い
｡

こ
れ
に
対
し
､
享
和
二
年
(
一
人
〇
二
)

に
､
越
後
国
与
板
の
三
輪
長
春
が
作
成
し
た

『
越
後
国
全
図
付
録
』
と
題
す
る
地
誌
は
､
『
越
後

(
5
)

国
全
図
』
と
題
す
る
地
図
の
付
録
と
い
う
位
置
づ
け
の
た
め
か
､
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡
例
え
ば
､
翻
刻

に
つ
い
て
も
､
『
与
板
町
史
』

に
､
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
も
の
を
底
本
と
し
､
与
板
町
に
関
す
る
記
述
を
抄
録
し
た
も
の
が
存
在
す
る
の
み

(
6
)

で
あ
る
｡

け
れ
ど
も
､
同
書
は
､
全
七
巻
か
ら
な
る
も
の
で
､
地
図
の
内
容
を
補
足
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
､
『
北

越
雪
譜
』

『
越
後
名
寄
』

『
越
後
野
志
』
等
に
匹
敵
す
る
地
理
的
情
報
と
考
察
を
盛
り
込
ん
だ
地
誌
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
評
価
し
て
い
る
｡
ま
た
､

地
図
と
地
誌
､
さ
ら
に
は

『
北
越
雪
譜
』

の
挿
絵
部
分
に
相
当
す
る
『
越
後
国
図
絵
之
部
』

『
越
後
国
四
城
』
と
い
う
構
成
か
ら
な
る
著
作
全

体
は
､
近
世
越
後
に
お
け
る
地
理
知
識
の
体
系
化
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
例
と
な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
｡

本
稿
で
は
､
こ
の
点
を
具
体
的
に
示
す
た
め
､
以
下
､
『
改
正
越
後
国
佐
渡
国
全
図
並
付
録
』
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
､
作
成
者
で
あ
る
三

輪
長
春
､
編
集
方
針
､
資
料
と
し
て
の
位
置
づ
け
･
評
価
に
つ
い
て
も
若
干
の
整
理
と
議
論
を
行
い
た
い
｡

2

2

資
料
の
紹
介
と
吟
味

(
-
)

三
輪
長
春
に
つ
い
て

三
輪
長
泰
は
､
与
板
大
坂
屋
の
七
代
当
主
で
あ
っ
た
｡
大
坂
屋
は
､
河
川
交
通
で
富
を
蓄
積
し
､
酒
造
業
な
ど
も
行
う
な
ど
､
手
広
-
事
業

(
7
)

を
展
開
し
て
い
た
｡
大
坂
屋
三
輪
家
は
五
代
当
主
が
与
板
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
物
頭
の
地
位
に
つ
い
て
以
降
､
代
々
与
板
藩
に
仕
え
た
｡
三
輪

家
は
､
弘
化
二
年
(
一
人
四
五
)

に
三
輪
長
誠
が
与
板
の
地
図
を
作
成
し
､
明
治
四
年
(
一
人
七
一
)

の
与
板
廃
藩
時
に

『
寛
政
三
年
与
板
惣



(
-
J
･
)

構
絵
図
』
を
三
輪
文
次
郎
が
貰
い
受
け
る
な
ど
､
地
図
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
た
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

(
2
)

資
料
の
体
裁

(
9
)

現
在
の
と
こ
ろ
､
国
立
国
会
図
書
館
と
新
潟
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
載
内
容
を
確
認
し
て
い
る
｡
以
下
､
新
潟

県
立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
に
し
た
が
っ
て
体
裁
を
紹
介
し
た
い
｡

資
料
全
体
を
収
納
す
る
箱
に
は
､
｢
改
正
越
後
国
佐
渡
国
全
図
並
付
録
｣
と
題
字
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
箱
に
は
､
『
越
後
国
全
図
』
四
枚
､
『
佐

渡
国
全
図
』
一
枚
の
計
五
枚
の
地
図
と
｢
越
後
国
全
図
付
録
｣
と
い
う
貼
紙
を
有
す
る
二
峡
が
納
め
ら
れ
て
い
る
｡
峡
の
う
ち
､
上
に
は
『
越

後
国
全
図
付
録
』
の
第
一
-
五
巻
が
､
下
に
は
『
越
後
国
全
図
付
録
』
第
六
･
七
巻
と
『
越
後
国
図
絵
之
部
』
一
巻
､
『
越
後
国
四
城
』
一
巻

が
納
め
ら
れ
て
い
る
｡

地
図
五
枚
は
手
描
き
手
彩
色
で
､
接
合
す
る
と
大
き
な
一
枚
の
地
図
に
な
る
｡

ま
た
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』
の
第
丁
巻
に
は
､
原
稿
用
紙
の
貼
り
込
み
が
あ
り
､
三
輪
家
の
子
孫
へ
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
､
長
泰
の

略
歴
を
聞
き
取
っ
た
結
果
を
記
し
て
い
る
異
筆
が
あ
る
｡
図
書
館
が
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

3

(
3
)

本
資
料
全
体
の
編
集
方
針

『
越
後
国
全
図
付
録
』
の
第
一
巻
の
凡
例
に
は
､
本
資
料
作
成
の
経
緯
と
編
集
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
方
針
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
既
に
『
与

(10)

板
町
史
』
に
､
国
会
図
書
館
本
の
凡
例
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
､
新
潟
県
立
図
書
館
本
と
は
､
若
干
遠
い
が
あ
る
｡
よ
っ
て
､
新
潟
県
立
図
書

(
;
)

館
本
の
全
文
を
以
下
に
示
す
｡



凡例
越
後
ノ
国
全
図
者
元
禄
年
中
諸
国
二

令
命
ア
リ
テ
全
図
ヲ
作
ラ
シ
ム
､
其
時
こ
当
テ
当
国
四
家
ノ
諸
侯
稲
葉
踊
牧
野
暇

溝
口
紺
発
榊
原
蛸
与
二
当
国
ノ
全
図
ヲ
作
レ
リ
､
其
図
故
ア
リ
テ
長
春
力
家
二
伝
フ
､
之
ヲ
近
村
二
鑑
ル
ニ
誤
ア
ル
事
多
シ
､

長
キ
事
ハ
八
十
余
里
二
及
ヒ
径
り
三
十
里
二
至
ル
ノ
国
=
シ
テ
精
ヲ
尽
シ
委
ヲ
窮
ル
事
能
ハ
ス
､
然
レ
ト
モ
又
正
図
ナ
シ
ト
云
ヘ
カ
ラ

ス､

諸
家
二
蔵
ム
ル
所
ノ
図
ヲ
求
テ
之
鑑
ル
こ
､
各
其
近
村
二
於
ル
ハ
正
キ
ヲ
得
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
五
七
里
ヲ
過
ト
キ
ハ
又
誤
レ
リ
､
長
春

以
為
ク
此
国
二
生
レ
テ
国
形
村
落
ヲ
知
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ハ
本
意
ナ
ケ
レ
ハ
､
多
ク
諸
家
二
求
テ
国
図
ヲ
輯
メ
又
自
巡
廻
シ
テ
改
正
ス
ル

事
モ
己
こ
十
年
二
及
ヘ
リ
､

駅
路
及
間
径
二
至
マ
テ
尋
子
尽
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
山
間
ノ
辺
都
戎
ハ
通
路
ヲ
離
ル
ノ
村
居
ノ
如
キ
ハ
尽
ク
巡
廻
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
､
故
二

其
近
村
ノ
人
二
間
､
又
便
リ
ナ
キ
者
こ
至
テ
ハ
数
多
ノ
古
図
ヲ
選
テ
之
1
産
フ
､
只
恐
ク
ハ
誤
ル
ト
コ
ロ
ア
ラ
ン
乎
､

一
郡
ヲ
巡
ル
事
数
月
ヲ
経
テ
之
ヲ
糾
ス
ト
キ
ハ
尽
ス
事
能
ハ
サ
ル
事
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
只
歎
キ
ハ
其
処
二
住
ス
ル
ノ
人
故
ナ
ク
シ
テ
栄

二
改
正
ス
ル
事
ヲ
怪
ム
､
故
二
心
意
二
任
セ
ス
シ
テ
空
ク
止
～
ノ
ミ
､
猶
且
精
委
ヲ
窮
=
至
テ
ハ
筆
先
ヲ
以
テ
年
ヲ
積
ト
モ
長
春
二
於
テ

ハ
糾
尽
ス
事
能
ハ
ス
､
四
諸
侯
ノ
撰
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
図
こ
於
～
之
ヲ
考
二
誤
ア
リ
､
長
泰
二
於
テ
精
委
ヲ
尽
事
能
ハ
サ
ル
ノ
証
ナ
リ
､
然

ル
こ
名
所
旧
跡
古
城
神
社
仏
閣
等
精
キ
付
録
ナ
ク
シ
テ
分
明
ナ
ラ
サ
レ
ハ
探
り
求
テ
今
拙
筆
ヲ
以
テ
記
セ
リ
､

琴
l
宝
暦
年
中
当
国
寺
泊
浦
ノ
医
丸
山
元
純
良
陣
者
越
後
名
寄
全
部
三
十
七
巻
ヲ
著
述
ス
､
今
之
ヲ
見
テ
感
ル
ニ
余
リ
ア
リ
､
然
レ
ト

モ
元
純
者
医
業
ノ
暇
日
ヲ
以
テ
集
ム
ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
ハ
尽
ク
巡
廻
ス
ル
事
能
ハ
ス
､
其
聞
ク
ト
コ
ロ
ヲ
集
メ
戎
ハ
之
ヲ
諸
書
二
采
テ
作
ル

処
ナ
レ
ハ
山
川
等
ノ
所
在
ヲ
誤
事
多
シ
,
又
事
跡
二
至
テ
モ
尽
ク
全
キ
コ
ト
能
ハ
ス
､
今
同
国
水
原
小
田
嶋
武
允
者
丸
山
力
撰
ス
ル
所
二

増
補
シ
テ
足
ラ
サ
ル
ヲ
補
り
､
長
泰
水
原
こ
行
テ
共
二
山
川
等
ノ
事
ヲ
談
セ
リ
､

4



長
泰
撰
ス
ル
処
多
ク
ハ
丸
山
小
田
嶋
二
子
ノ
作
ル
処
ノ
書
二
因
テ
誤
レ
ル
ヲ
改
メ
足
サ
ル
ヲ
補
ヒ
､
又
全
図
二
拘
ハ
ラ
サ
ル
者
ヲ
制

り
､
戎
ハ
土
人
ノ
俗
説
但
語
ヲ
交
テ
此
付
録
ヲ
作
レ
リ
､
然
レ
ト
モ
二
子
ノ
作
レ
ル
処
ハ
大
率
事
跡
ヲ
主
-
ス
､
長
春
力
付
録
ス
ル
処
ハ

全
図
ノ
為
ニ
ス
､
故
二
各
其
主
ト
ス
ル
所
異
ナ
リ
云
ホ
､

享
和
二
年
壬
戊
秋

三
輪
長
春
謹
記

こ
の
凡
例
か
ら
読
み
取
れ
る
幾
つ
か
の
興
味
深
い
事
柄
の
う
ち
､
ま
ず
､
元
禄
の
国
絵
図
が
三
輪
家
に
存
在
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
｡
国

絵
図
が
入
手
で
き
た
理
由
と
し
て
､
与
板
大
坂
屋
の
勢
威
を
示
す
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
､
三
輪
家
は
長
春
の
先
々
代
の
段
階
で
与
板
藩

(12)

に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
そ
の
筋
か
ら
入
手
し
た
可
能
性
も
あ
る
｡

三
輪
家
に
存
在
し
た
誤
り
の
多
い
元
禄
の
国
絵
図
を
正
す
こ
と
を
目
的
と
し
､
長
年
､
調
査
を
行
っ
た
結
果
が
､
本
資
料
で
あ
る
こ
と
も
知

ら
れ
る
｡
ゆ
え
に
外
箱
の
題
に
あ
る
｢
改
正
｣
と
は
､
誰
か
が
長
泰
の
作
成
し
た
全
図
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
､
元

禄
国
絵
図
を
｢
改
正
｣
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
長
春
の
意
図
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
｡

そ
の
具
体
的
な
作
業
手
順
は
､
以
下
の
通
-
に
ま
と
め
ら
れ
る
｡
長
泰
は
､
ま
ず
諸
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
越
後
国
を
描
い
た
図
の
収
集
作

業
と
平
行
し
て
､
で
き
る
限
り
自
ら
国
内
を
巡
見
し
て
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
を
行
っ
た
｡
そ
し
て
､
そ
れ
が
不
可
能
な
遠
隔
地
に
つ
い
て
は

そ
の
地
の
近
辺
に
居
住
す
る
人
間
に
問
い
た
だ
し
た
こ
と
､
さ
ら
に
そ
れ
さ
え
も
不
可
能
な
場
合
に
は
､
収
集
し
た
古
図
を
吟
味
し
て
､
検
討

を
進
め
た
の
で
あ
る
｡
現
代
で
言
う
と
こ
ろ
の
フ
ィ
-
ル
ド
ワ
-
ク
を
重
視
し
､
で
き
る
限
-
現
地
に
近
い
情
報
源
か
ら
情
報
を
収
集
し
よ
う

と
し
た
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
｡

5

(
4
)

地
図
の
表
記
内
容
に
つ
い
て

地
図
五
枚
の
描
写
方
法
は
､
五
枚
全
体
で
共
通
し
て
い
る
｡
山
は
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
に
描
か
れ
､
主
要
な
も
の
に
は
名
が
付
さ
れ
る
｡



『越後国全図』における会津領の表現(網線左は会津分)写真-

村
は
俵
型
で
示
さ
れ
､
相
聞
の
径
路
は
赤
線
で
記
さ
れ
る
｡
郡
の
境
界

は
黒
線
で
示
さ
れ
､
郡
の
領
域
に
従
っ
て
村
の
俵
型
が
塗
り
分
け
ら
れ

る｡

藩
領
の
境
界
は
基
本
的
に
は
示
さ
れ
な
い
が
､
蒲
原
郡
の
う
ち
会
津

領
だ
け
は
､
地
図
上
で
網
線
に
よ
-
境
界
が
示
さ
れ
る

(
写
真
一
)
｡

『
越
後
国
全
図
付
録
』

第
二
巻
に
も

津
川
近
辺
昔
日
当
国
蒲
原
郡
也
､
今
会
津
領
ナ
ル
故
こ
奥
州
こ
属

ス
､
然
レ
ト
モ
郡
ハ
今
二
重
テ
蒲
原
郡
ナ
リ
､
尚
全
図
こ
委
シ
､

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
東
蒲
原
地
域
は
､
越
後
国
に
属
し
な
が
ら
も
､
長

ら
く
会
津
の
支
配
下
に
あ
る
領
域
で
あ
っ
た
｡

地
図
の
凡
例
を
み
る
と
､
｢
城
下
及
諸
侯
之
陣
屋
｣
｢
御
旗
本
衆
之
陣

屋
｣
｢
諸
侯
之
出
張
陣
屋
｣
｢
御
代
官
所
｣
と
い
っ
た
支
配
拠
点
が
そ
れ

ぞ
れ
別
の
地
図
記
号
で
表
現
さ
れ
る
｡
ま
た
､
神
社
､
仏
閣
､
山
城
な

ど
に
つ
い
て
も
地
図
記
号
化
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
地
図
中
に
は
､
｢
此
辺
砂
原
田
島
ナ
シ
｣

の
よ
う
に
注
記
の

よ
う
な
形
で
､
そ
の
地
域
の
状
況
を
示
す
書
き
込
み
が
各
所
に
な
さ
れ

て
い
る
｡

以
上
の
よ
う
な
地
図
の
表
記
に
関
す
る
特
徴
は
､
国
絵
図
の
表
現
方

6



法
と
の
共
通
性
が
高
-
､
よ
っ
て
､
こ
こ
か
ら
も
､
長
春
が
基
本
図
と
し
て
使
用
し
た
地
図
は
自
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
元
禄
国
絵
図
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
｡

と
こ
ろ
で
､
改
訂
の
た
め
の
資
料
と
し
て
､
既
に
ふ
れ
た
凡
例
で
は
､
諸
家
所
蔵
の
古
図
や
自
ら
の
フ
ィ
-
ル
ド
ワ
-
ク
な
ど
で
得
た
情
報

を
あ
げ
て
い
た
が
､
『
越
後
全
図
付
録
』
中
､
し
ば
し
ば
､
長
久
保
赤
水
の
日
本
図
に
言
及
し
､
そ
の
記
述
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
｡

三
面
山

此
山
ハ
水
戸
赤
水
ノ
著
ス
日
本
図
二
出
羽
ト
ナ
シ
､
旭
山
ヲ
当
国
ト
ス
ル
ハ
誤
ナ
リ
､

高
根
山

赤
水
ノ
図
l
六
高
根
宝
山
一
ア
リ
､
場
所
大
二
誤
レ
リ
､
村
上
ノ
辺
へ
出
ル
高
根
川
ノ
源
ナ
リ
､
(
第
二
巻
)

佐
渡
国

佐
渡
ハ
分
国
ナ
リ
､
属
島
ダ
ラ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
方
角
ヲ
記
ス
水
戸
赤
水
力
書
ル
日
本
図
ニ
ハ
､
佐
渡
ヲ
置
処
大
二
誤
レ
リ
､
彼
図
面
ヲ

以
テ
ス
レ
ハ
凡
一
寸
モ
南
ヘ
ヨ
セ
､
南
ノ
崎
ヲ
少
シ
西
ヘ
フ
リ
､
北
ノ
崎
ヲ
東
へ
振
り
タ
キ
者
也
､
長
春
ハ
郡
々
ヨ
リ
方
角
ヲ
礼
テ
今
著

ス
所
ノ
国
図
ハ
赤
水
力
著
ス
処
二
違
ヘ
リ
､
(
第
六
巻
)

長
久
保
赤
水
は
､
享
保
二
年
(
l
七
l
七
)

に
常
陸
国
で
生
ま
れ
た
地
図
製
作
者
で
あ
-
､
『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
を
刊
行
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
｡
『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』

は
､
縮
尺
が
示
さ
れ
､
河
川
に
つ
い
て
丁
寧
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
た
ほ
か
､
詳
細
な

地
名
表
記
が
記
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の
正
確
さ
ゆ
え
､
赤
水
の
図
は
広
-
受
容
さ
れ
､
江
戸
時
代
後
期
の
刊
行
日
本
国
の
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
｡
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そ
れ
ゆ
え
､
長
泰
が
赤
水
の
名
を
あ
げ
て
誤
り
を
指
摘
す
る
の
は
､
当
時
､
影
響
力
を
強
-
も
っ
て
い
た
赤
水
の
図
ゆ
え
に
､
正
す
こ
と
に
意

義
を
見
い
だ
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

よ
っ
て
､
本
図
の
資
料
的
な
価
値
を
考
え
る
際
に
は
､
幕
府
撰
の
国
絵
図
､
民
間
の
刊
行
日
本
国
と
の
関
連
に
注
意
し
､
小
泉
其
明
の

『越

後
全
図
』
や
文
政
期
に
作
成
さ
れ
た
草
間
文
績
の
『
越
後
輿
地
全
図
』
と
い
っ
た
越
後
全
図
と
の
比
較
検
討
を
進
め
て
い
-
必
要
性
が
あ
る
｡

な
お
､
長
泰
の

『
越
後
国
全
図
』

の
同
時
代
評
価
に
つ
い
て
は
､
鈴
木
牧
之
が
､
文
政
元
年
(
一
人
一
人
)

に
越
後
国
全
図
を
写
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
｡

寅
九
月
､
越
後
一
ケ
国
之
絵
図
､
義
三
治
一
人
手
二
而
写
シ
､
井
二
裏
打
･
表
紙
共
ニ
､
右
ハ
与
板
大
坂
屋
也
､
絵
図
岡
之
町
村
山
藤
右

衛
門
写
シ
取
､
右
を
借
用
い
た
し
写
侯
也
､
同
月
当
所
御
陣
屋
村
井
直
人
様
方
へ
貸
シ
置
候
処
､
御
廻
村
之
節
御
郡
代
西
郷
初
右
衛
門
様
､

御
代
官
佐
藤
官
兵
衛
様
御
一
覧
被
下
置
候
､
翌
卯
閏
四
月
､
東
都
へ
義
三
治
出
府
之
節
､
曲
亭
馬
琴
子
へ
持
参
仕
候
へ
共
､
越
後
雪
譜
之

(13)

開
板
､
ま
た
三
四
年
も
か
か
-
候
間
､
同
六
月
持
返
り
侯
也
｣
(
傍
線
部
は
筆
者
)

8

傍
線
を
引
い
た
与
板
大
坂
屋
は
､
長
春
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
｡
鈴
木
牧
之
は
､
絵
図
を
岡
野
町
(
現
柏
崎
市
)

の
親
戚
を
経
由
し
て
人
手

し
て
い
る
｡
牧
之
が
絵
図
を
写
し
た
の
は
､
引
用
文
中
に
も
あ
る
曲
亭
馬
琴
(
滝
沢
馬
琴
)

に
『
北
越
雪
譜
』

の
内
容
充
実
の
た
め
に
､
詳
細

な
越
後
の
絵
図
が
必
要
で
あ
る
と
助
言
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
.
馬
琴
の
他
に
も
､
越
後
の
役
人
等
も
興
味
を
示
し
て
お
り
､
長
春
の
作
製
し

た
地
図
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
｡



(
5
)

『
越
後
国
全
図
付
録
』

の
記
載
内
容
の
吟
味

『
越
後
国
全
図
付
録
』
は
､
先
行
す
る
『
越
後
名
寄
』

『
越
後
野
志
』

の
記
述
を
参
照
し
､
そ
の
誤
っ
て
い
る
箇
所
を
正
し
､
不
足
し
て
い

る
部
分
を
補
っ
た
も
の
で
､
地
図
と
関
係
し
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
削
っ
た
と
､
凡
例
に
は
記
さ
れ
て
い
た
｡

確
か
に
､
長
春
の
著
作
の
中
心
は
､
あ
-
ま
で
地
図
に
あ
-
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』
は
､
地
図
の
内
容
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
記
述
対

象
が
選
択
さ
れ
､
論
及
の
深
さ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
｡
例
え
ば
､

古
志
郡

当
部
ハ
大
河
ナ
シ
､
何
レ
モ
小
川
ナ
リ
､
図
二
悉
ク
著
セ
リ
､
今
略
之
､
(
第
二
巻
)

と
記
す
よ
う
に
､
古
志
郡
の
河
川
は
小
規
模
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』

で
は
論
及
し
て
い
な
い
｡

そ
の
一
方
で
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』

は
､
必
ず
し
も
地
図
の
内
容
に
は
直
結
し
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
｡
そ
の
例
と
し
て
､

い
わ
ゆ
る
､
七
不
思
議
に
つ
い
て
､
以
下
に
掲
げ
る
｡

七
奇
説

当
国
七
奇
卜
称
ス
ル
者
ア
リ
､
其
云
処
異
同
ア
リ
､

火井

其
部
こ
出
セ
リ

9



臭
水
油

同上
七
ツ
法
師

大
文
字
山
こ
ア
リ
､
山
部
二
出
セ
リ
､

八
ツ
滝

難
波
山
ニ
ア
リ
､
山
部
二
出
セ
リ
､

鎌願

当
国
ハ
陰
気
多
シ
故
二
陰
風
ノ
激
ス
ル
所
ヲ
行
ト
キ
ハ
不
計
刀
痕
ト
ヲ
ホ
シ
キ
痕
ヲ
受
ル
事
ア
リ
｡
俗
こ
是
ヲ
カ
マ
イ
タ
チ
ト
云
り
｡

冬雷

当
国
ハ
十
月
ヨ
リ
春
二
至
ル
マ
テ
雷
鳴
多
シ
､
初
冬
ノ
雷
ヲ
俗
二
雪
ヲ
ロ
シ
ト
云
､

毛
化
兎

当
国
ハ
鬼
籍
テ
冬
二
至
テ
毛
色
変
リ
テ
白
兎
ト
ナ
リ
､
又
夏
二
至
リ
テ
他
国
ノ
兎
二
同
シ
､

(
マ
マ
)

一説

弘
智
法
印

仏
閣
部
二
出
ス

波
ノ
題
目

同上

繋
糎
子

旧
跡
部
二
出
ス

八
英
梅

同上

三
度
栗

同上

逆竹

同上

是
等
ヲ
以
テ
七
奇
こ
入
ル
ゝ
モ
ア
リ
､
皆
仏
家
ノ
云
処
也
､

同
自
守

月
P
一当
国
ハ
冬
二
至
リ
テ
土
地
鳴
動
ス
ル
事
ア
リ
､
北
海
ノ
波
音
ナ
ラ
ン
､
里
俗
二
是
ヲ
黒
鳥
兵
衛
力
悪
霊
ノ
所
為
ナ
リ
ト
云
､

蓑虫

戎
云
纂
火

10



小
雨
ノ
時
一
両
輩
l
ご
ア
夜
行
ス
ル
ニ
､
蓑
笠
ヨ
リ
落
ル
滴
り
火
ニ
ナ
リ
テ
燃
ル
事
ア
リ
､
狐
狸
ノ
欺
処
ナ
ラ
ン
カ
､
里
俗
是
ヲ
蓑
虫
卜

云､

(
第
七
巻
)

ま
た
､
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
､
土
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
古
銭
や
考
古
遺
物
も
､
地
図
作
製
と
は
直
接
関
係
し
な
い
事
項
で
あ
る
が
､
取
り

上
げ
て
い
る
｡

経筒

蒲
原
郡
加
茂
駅

加
茂
神
南
二
納
ル
処
ナ
リ
､
名
寄
増
補
云
宝
暦
七
年
丁
丑
神
社
再
建
ニ
ヨ
リ
テ
新
二
山
ヲ
整
平
ル
時
二
銅
瓶
十
二
土
中
ヨ
リ
出
タ
リ
､

其
中
大
サ
二
尺
余
ノ
瓶
ノ
内
二
長
サ
八
寸
余
ロ
ノ
径
り
二
寸
計
ノ
唐
金
ノ
幣
筒
一
ツ
ア
リ
､
其
中
二
串
蕨
数
多
ア
リ
､
紙
ノ
形
少
計
ミ
ユ
､

筒
ノ
外
こ
銘
ア
リ
､
倉
持
宗
吉
菅
原
氏
治
承
二
年
六
月
廿
四
日
卜
三
行
二
記
セ
リ
､
又
瓶
ヲ
掘
り
出
セ
シ
脇
二
太
刀
ノ
如
キ
物
ア
リ
シ
ニ

皆
腐
テ
形
計
残
レ
リ
､
又
赤
銅
ノ
カ
ウ
カ
イ
是
ハ
少
計
腐
チ
テ
猶
存
セ
リ
ト
云
､
(
第
七
巻
)

ll

こ
れ
ら
以
外
に
も
同
種
の
記
述
は
多
く
存
在
し
て
い
る
｡
『
越
後
国
全
図
付
録
』
執
筆
に
当
た
り
､
地
図
に
関
連
し
な
い
部
分
を
全
て
排
除

し
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

長
泰
が

『
越
後
国
全
図
付
録
』

第
一
巻
の
凡
例
に
お
い
て
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』

を
作
製
す
る
に
あ
た
っ
て
､
主
と
し
て
参
照
し
た
と
す

る

『
越
後
名
寄
』
と

『
越
後
野
志
』

の
各
巻
の
項
目
を
､
第
一
表
お
よ
び
第
二
表
に
示
し
た
｡
『
越
後
国
全
図
付
録
』

の
各
巻
の
項
目
を
示
し

た
第
三
表
と
比
較
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
｡



第二表『越後野志』の巻別記載項目

巻数 項目事項

巻1
国郡郷郷荘保谷租税

検地

巻2-5 編年略記

巻6 山

巻7 川

巻8 歌名所考

巻9 神社

巻10 仏寺

巻11 古墳墓

巻12 旧跡

巻13

関海湊川島海塩産処

鹸泉塩井山塩海舶川船

橋音暴布飛泉

巻14

潟清泉名水温泉火山

火井陰火土油井油石油

燃土土薪石炭

巻15

駅路国境小径郡境

国内駅路行程市六斎市

原野

巻16 古城祉古戦場

巻17 津城街署

巻18.19 異物奇事

巻20 人物長寿刀工人倫雑部

外集

第三表『越後国全図付韓』の巻別記載項目

巻数 項目事項

巻1 郡名部名所部旧跡部

巻2
山部川部湊部他部潟部

原部

巻3 神社部

巻4 仏閣部

巻5 城櫨部

巻6

人倫部産物部温泉部

火井草水塩井部関所部

城下陣屋役所部属鴫部

巻7 駅路部雑部

-
12-

第一表『越後名寄』の巻別記載項目

巻数 項目事項

巻1
国郡並郷庄附保国図

天象名所

巻2 山川

巻3 神社

巻4 仏閣

巻5 旧跡

巻6
開港海島川島塩浜

滝橋船

巻7
潟原市駅路径郡堺

同村名同山名同川名

巻8 古城

巻9 水類温泉居風呂火

巻10 植穀類造醸

巻11 菜歳

巻12 薬草

巻13 花草

巻14 蔵類水草海草

巻15 園草蔓草民用草

巻16 雑草菌類竹類

巻17 四木果木

巻18 薬木

巻19 園木

巻20 花木

巻21 雑木

巻22 民用

巻23 動物川魚

巻24 海魚

巻25 水虫陸虫

巻26 介虫

巻27 禽類

巻28 獣類

巻29
異物器財

(刀剣金飾雑器品々多)

巻30 服類金類石類土類

巻31 人倫雑草城下



第
一
に
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』

の
扱
う
事
項
は
､
『
越
後
名
寄
』

『
越
後
野
志
』
に
お
い
て
全
て
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
､
第
二
に
､
『
越
後

国
全
図
付
録
』
は
地
図
作
製
と
関
連
す
る
事
項
を
扱
う
と
し
な
が
ら
も
､
地
図
表
記
と
馴
染
み
や
す
い
で
あ
ろ
う
市
∴
疋
期
市
に
つ
い
て
は
､

扱
っ
て
い
な
い
こ
と
､
第
三
に
人
倫
部
や
､
先
に
事
例
と
し
て
示
し
た
よ
う
な
越
後
七
不
思
議
の
よ
う
に
､
直
接
的
に
地
図
作
製
に
か
か
わ
り

の
少
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』
は
著
述
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
る
｡

(14)

三
吾
が
共
通
し
て
扱
う
事
項
は
､
日
本
近
世
の
地
誌
が
一
般
的
に
扱
っ
て
き
た
事
柄
で
あ
っ
た
｡
よ
っ
て
､
三
書
は
､
い
ず
れ
も
そ
の
当
時

の
l
.
般
的
な
地
誌
の
項
目
立
て
や
取
-
上
げ
る
内
容
の
大
枠
に
基
本
的
に
準
拠
し
っ
つ
､
そ
の
関
心
に
従
っ
て
特
化
し
た
部
分
を
も
っ
て
い
た

と
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
｡
一
般
的
な
事
項
に
加
え
て

『
越
後
名
寄
』
で
は
､
作
成
者
が
医
者
で
あ
る
こ
と
と
の
関
連
か
ら
か
､
動

植
物
に
関
す
る
記
述
が
か
な
-
多
い
｡
同
様
に
『
越
後
野
志
』
も
外
集
に
お
い
て
動
植
物
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
描
写
が
多
い
ほ
か
､
巻
二
か

ら
巻
五
で
編
年
略
記
の
項
目
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡
そ
し
て
『
越
後
国
全
図
付
録
』
は
､
三
輪
一
族
が
多
大
な
関
心
を
も
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
地
図
に
関
心
が
収
束
す
る
方
向
性
を
示
し
た
地
誌
と
評
価
で
き
よ
う
0

と
こ
ろ
で
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』

の
取
-
上
げ
る
事
項
の
幅
は
､
大
部
な
『
越
後
名
寄
』
や
『
越
後
野
志
』
に
比
べ
る
と
広
く
は
な
い
と

は
言
え
､
記
載
内
容
に
お
い
て
は
､
よ
り
充
実
し
て
い
る
点
も
存
在
す
る
｡

例
え
ば
､
新
潟
湊
に
つ
い
て
の
三
善
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

(15)

『
越
後
名
寄
』
第
六
巻

新潟

蒲
原
郡

ハ
ニ
フ
グ
ノ

ブ
ナ

下
越
後
也
｡
上
古
､
土
生
田
里
卜
云
､
中
昔
ハ
船
江
津
卜
云
､
今
､
新
潟
卜
云
ヘ
リ
｡
寛
永
年
中
河
口
変
リ
テ
今
ノ
地
二
引
移
セ
リ
｡

居
家
三
千
軒
有
余
､
櫓
ヲ
並
テ
繁
華
也
｡
信
濃
河
ノ
落
尻
こ
テ
､
水
上
ハ
大
野
川
卜
伝
州
ヨ
リ
流
レ
来
ル
筑
麻
川
卜
川
口
ノ
駅
二
会
シ
､

13



大
水
卜
成
ル
｡
川
ノ
部
二
委
シ
｡
俗
二
八
千
八
川
ノ
流
水
卜
云
ヘ
リ
｡
此
二
到
リ
テ
最
大
河
卜
也
｡
当
国
第
一
ノ
湊
也
｡
港
ノ
水
口
ノ
浅

深
､
川
水
ノ
増
減
､
海
ノ
荒
卜
拝
ニ
テ
大
二
違
ヒ
有
｡
依
レ
之
客
舶
ノ
入
来
ル
事
自
由
ナ
ラ
ズ
｡
故
二
水
口
教
へ
ノ
舟
六
槻
宛
常
二
出
シ

置
｡
川
道
水
上
六
日
町
ノ
駅
迄
凡
三
十
人
里
､
船
ノ
往
来
滞
リ
ナ
シ
｡

(16)

『
越
後
野
志
』
第
十
三
巻

新潟

譜
醐
百

蒲
原
郡
新
潟
､
古
名
船
江
津
､
此
地
古
へ
今
ノ
寺
町
ノ
西
方
二
在
シ
ガ
､
寛
永
中
､
河
水
地
二
移
シ
､
今
ノ
地
こ
家
居
ヲ
改
メ
替
､
南
北

二
十
七
町
､
東
西
十
町
､
通
り
五
大
路
､
町
数
四
十
五
町
､
二
十
七
小
路
､
七
十
一
橋
､
大
戸
三
千
､
小
戸
七
千
許
､
三
十
一
寺
､
娼
家

青
楼
数
百
戸
､
娼
婦
歌
妓
充
満
シ
､
天
下
ノ
海
舶
､
諸
州
ノ
商
客
痛
棒
シ
テ
､
本
州
第
一
ノ
都
会
地
也
､
此
地
ハ
信
濃
川
･
阿
賀
川
其
他

ノ
諸
水
会
同
シ
海
二
港
グ
処
こ
テ
､
水
上
l
二
里
ノ
間
､
水
秒
漫
ト
シ
テ
宛
モ
如
レ
湖
､
両
岸
水
深
シ
テ
常
二
堤
ヲ
崩
シ
､
米
二
千
石
･

三
千
石
ヲ
納
入
大
船
モ
出
入
ヲ
放
ニ
ス
､
凡
川
湊
ニ
ハ
海
内
第
一
卜
云
ベ
キ
カ

川
船
ノ
来
往
上
上
田
郷
六
日
町
マ
デ
行
程
三
十
人
里
､
妻
有
郷
十
日
町
迄
三
十
余
里
小
川
荘
津
川
迄
十
六
里
､
其
余
四
方
四
十
里
ノ
地
､

百
石
･
二
百
右
横
ノ
川
船
常
こ
上
下
来
往
シ
テ
不
レ
断
､
運
漕
ノ
便
利
モ
海
内
川
船
ノ
可
レ
為
レ
冠
カ
､
海
二
人
処
水
荒
拝
l
l
)
ア
､
増
減
浅

深
常
二
変
ズ
､
故
二
舟
六
椴
ヲ
置
テ
､
朝
夕
水
ノ
浅
深
､
水
道
ノ
曲
直
ヲ
計
り
､
出
入
ノ
舶
二
水
道
ヲ
教
ユ
､

14

『
越
後
国
全
図
付
録
』
第
二
巻

新潟

蒲
原
郡

ハ
ニ
7
タ
ノ
サ
ト

上
古
土
生
田
里
卜
云
､
中
音
船
江
津
卜
云
り
､
今
新
潟
卜
云
､
川
部
二
出
セ
シ
信
濃
川
ノ
落
ロ
ニ
テ
､
俗
二
八
千
八
川
ノ
流
水
卜
云
り
､



寛
永
年
中
河
口
変
リ
テ
明
暦
ノ
始
メ
此
地
二
移
セ
リ
､
所
謂
信
濃
川
ハ
信
州
ヨ
リ
当
国
二
至
テ
魚
沼
･
三
嶋
･
古
志
･
蒲
原
ノ
四
郡
ヲ
歴

テ
国
ノ
真
申
ヲ
流
､
又
一
筋
ハ
満
願
寺
村
･
沢
海
相
ノ
問
ヨ
リ
分
レ
来
ル
小
阿
賀
川
ノ
源
ハ
上
野
下
野
ノ
域
ヨ
リ
出
､
奥
州
ヲ
過
テ
流
来

ル
､
双
方
共
二
長
流
卜
云
ヘ
シ
､
最
信
濃
川
ハ
百
里
二
余
レ
ル
源
ナ
レ
ハ
､
関
東
利
根
川
･
城
州
淀
川
タ
リ
ト
モ
此
ノ
如
キ
長
流
ハ
ナ
カ

ル
ヘ
シ
､
故
二
湊
ヲ
出
入
ス
ル
米
穀
･
綿
油
井
二
材
木
･
薪
･
塩
･
魚
ノ
類
其
外
諸
運
送
物
甚
多
シ
テ
客
船
ノ
族
宿
七
十
家
二
余
レ
リ
､

亦
海
上
風
波
ノ
難
ヲ
凌
テ
到
ル
所
ノ
船
客
､
此
湊
ニ
ヲ
ヒ
テ
暫
モ
労
欝
ヲ
散
シ
旅
情
ヲ
ナ
ク
サ
ム
､
娼
家
大
小
上
下
挙
テ
算
ヘ
カ
タ
シ
､

故
二
近
里
ノ
人
モ
新
潟
ヘ
イ
タ
ル
者
ア
レ
ハ
婦
人
小
児
ノ
類
ハ
遊
里
ノ
ミ
至
ル
事
卜
思
ヘ
ル
ナ
リ
､
然
ル
故
土
地
繁
華
ニ
シ
テ
居
人
骨
物

馴
タ
ル
事
ナ
リ
､
玄
二
歎
ス
ヘ
キ
ハ
土
地
ノ
風
俗
ニ
シ
テ
我
子
ヲ
売
テ
娼
妓
ト
ナ
ス
事
強
テ
恥
ズ
､
最
中
以
上
ノ
家
ニ
ハ
ナ
キ
事
ナ
レ
ト

モ
他
方
ノ
人
心
卜
大
二
相
違
セ
リ
､
其
故
ハ
如
此
繁
栄
ナ
レ
ハ
娼
妓
ノ
後
モ
能
身
ヲ
終
ル
者
モ
又
多
キ
ナ
リ
､
此
地
ハ
当
国
中
ノ
繁
花
ニ

シ
テ
居
家
商
人
ノ
ミ
多
住
ケ
ル
故
､
士
農
工
ノ
三
民
ハ
我
党
ニ
ア
ラ
サ
ル
故
二
噸
ル
心
ア
リ
､
土
地
飲
食
こ
冨
､
淫
声
流
行
シ
テ
､
常
二

海
陸
ノ
旅
客
入
込
シ
故
､
店
家
･
衣
服
等
モ
皆
美
ヲ
好
ミ
飾
ヲ
好
メ
リ
､

領
主
牧
野
備
前
守
､
町
奉
行
二
人
在
勤
ス
､
運
上
多
シ
､
長
岡
マ
テ
行
程
十
六
里

曽
根
通

湊
落
ロ
ノ
浅
深
､
河
水
ノ
増
減
､
海
ノ
荒
静
､
常
二
定
ラ
ス
｡
故
二
客
船
ノ
入
来
ル
自
由
ナ
ラ
シ
メ
ン
タ
メ
､
水
戸
教
へ
ノ
舟
ヲ
常
二
出

シ
置
ナ
リ
､

新
潟
古
名
蒲
原
ノ
津
卜
云
シ
カ
､
延
書
式
日
､
越
後
駄
別
百
五
東
海
路
自
蒲
原
ノ
津
湊
漕
敦
賀
津
舟
賃
石
別
二
束
六
把
ト
ア
リ
､
按
ル
ニ

蒲
原
ノ
津
ハ
新
潟
ノ
河
東
蒲
原
郡
蒲
原
村
ア
リ
､
是
ナ
ラ
ン
カ
､

15

三
書
の
記
述
内
容
を
比
較
す
る
と
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』

の
記
述
が
､
確
か
に

『
越
後
名
寄
』

や

『
越
後
野
志
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
て

い
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
｡
け
れ
ど
も
､
二
書
の
内
容
に
加
え
て
､
新
潟
の
民
情
に
つ
い
て
も
詳
細
に
述
べ
る
な
ど
､
記
述
量
が
か
な
り
多
く



な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
長
泰
が
フ
ィ
-
ル
ド
ワ
-
ク
で
得
ら
れ
る
情
報
を
重
視
し
､
そ
れ
を
記
述
に
盛
-
込
ん
だ
こ
と
や
､
越
後
で
も
有
数

の
豪
商
の
出
身
で
あ
っ
た
三
輪
長
泰
に
と
っ
て
､
新
潟
湊
は
馴
染
み
の
深
い
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
｡

(
6
)

挿
絵
と
し
て
の

『
越
後
国
図
絵
之
部
』
･
『
越
後
国
四
城
』

『
越
後
国
図
絵
之
部
』
･
『
越
後
国
四
城
』

は
､
地
誌
部
分
で
あ
る

『
越
後
国
全
図
付
録
』

の
記
載
内
容
に
関
す
る
視
覚
的
な
情
報
を
提
示
す

る
た
め
に
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

例
え
ば
､
『
越
後
国
全
図
付
録
』

第
七
巻
の
雑
部
に
は
､
魚
沼
郡
の
加
用
村
の
桧
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
｡
そ
れ
に
は
､

加
用
ノ
松

魚
沼
郡
妻
有
庄
加
用
村

大
木
ノ
桧
ナ
リ
､
其
上
二
寄
生
ア
リ
テ
桜
･
漆
ノ
二
樹
也
､
漆
ハ
毎
年
実
ヲ
結
フ
､
凡
人
俵
程
ア
リ
ト
云
､
桜
ハ
花
盛
シ
時
ハ
誠
二
賞

ス
ヘ
キ
ノ
樹
ナ
リ
､
里
俗
二
云
､
昔
日
二
株
ノ
松
ア
リ
シ
ニ
信
州
善
光
寺
再
建
ノ
時
一
樹
ヲ
贈
ル
､
共
時
終
日
ニ
シ
テ
挽
出
ス
事
ア
タ
ハ

ス
､
夜
二
及
テ
人
骨
帰
ン
ト
云
シ
所
二
頓
二
光
明
昼
ノ
如
ク
明
ナ
レ
ハ
人
骨
如
来
ノ
助
ク
ル
所
ナ
リ
ト
テ
遂
二
挽
出
シ
ケ
ル
ト
ナ
リ
､

又
､
近
辺
こ
末
期
ノ
松
卜
云
ア
リ
､
異
説
多
シ
､

16

と
あ
り
､
桜
と
漆
の
木
が
生
え
て
い
る
と
い
う
変
わ
っ
た
松
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
｡
こ
の
状
態
を
視
覚
的
に
示
す
も
の
と
し
て
､
『
越

後
国
図
絵
之
部
』

に
は
､
｢
魚
沼
郡
加
用
村
松
之
図
｣

の
絵
が
描
か
れ
て
い
る

(
写
真
二
)
｡

ま
た
､
先
に
取
り
上
げ
た
加
茂
駅
出
土
の
経
筒
に
つ
い
て
も
､
『
越
後
国
図
絵
之
部
』

で
は
､
そ
の
形
状
に
つ
い
て
措
き
､
さ
ら
に
は

『越

後
国
全
図
付
録
』

で
は
言
及
の
無
か
っ
た
出
土
陶
器
に
つ
い
て
も
並
べ
て
描
い
て
い
る

(
写
真
三
)
｡



写真二 『越後国図絵之部』より｢魚沼郡加用村松之図｣ (部分)

写真三『越後国図絵之部』より｢蒲原郡 加茂社二掘出ス経筒図｣ (部分)
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地
誌
で
あ
る

『
越
後
国
全
図
付
録
』
と

『
越
後
国
図
絵
之
部
』
･
『
越
後
国
四
城
』

の
連
携
は
､
『
北
越
雪
譜
』

や
『
越
後
土
産
』
､
『
北
越
奇

談』

の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌
類
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
体
裁
と
共
通
す
る
こ
と
も
､
今
後
の
議
論
を
進
め
て
い
-
上
で
見
逃
せ
な
い

だ
ろ
う
｡

3
お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
本
資
料
は
､
長
春
の
資
料
収
集
方
法
や
地
図
と
地
誌
と
の
連
携
な
ど
､
多
岐
に
わ
た
る
点
で
､
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
を
も
っ

て
お
り
､
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
｡
そ
の
た
め
に
､
ま
ず
必
要
な
の
は
､
本
資
料
の
翻
刻
作
業
を
行
い
､
広
-
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と

(17)

で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
､
現
在
､
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
る
｡
そ
の
上
で
､
改
め
て
本
稿
で
示
し
た
課
題
も
含
め
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
こ
と

を
期
し
た
い
｡

18

(
-
)

近
世
越
後
の
代
表
的
な
地
誌
で
あ
る
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
､
吉
田
春
太
郎
｢
旧
越
後
地
誌
の
成
立
｣

『
越
佐
研
究
』
一
〇
一
九
五
六
や
､
帆
刈
喜
久

男
｢
小
田
島
允
武
｣
『
越
佐
研
究
』
四
人

l
九
九
一
(
の
ち
､
同
氏
『
近
世
越
後
の
学
芸
研
究

第
一
巻
』
高
志
書
院

二
〇
〇
二
に
所
収
)
､
な
ど

多
数
の
研
究
が
存
在
す
る
｡

(
2
)
今
泉
省
三
･
真
水
淳
編
『
越
佐
叢
書

第
十
五
巻
』
野
島
出
版
一
九
七
人
､
『
越
佐
叢
書

第
十
六
巻
』
野
島
出
版
一
九
八
〇

(
3
)

源
川
公
幸
枝
訂
r
越
後
野
志

上
･
下
巻
』

越
後
野
志
刊
行
会

1
九
三
六

(
4
)

新
潟
県
郷
土
叢
書
編
集
委
員
会
編

『
新
潟
県
郷
土
叢
書

(
二
)
』
歴
史
図
書
社
一
九
七
七

(
5
)

例
え
ば
､
真
水
淳
は
､
『
越
佐
叢
書

第
十
六
巻
｣

の

『
越
後
名
寄
』

の
解
題
に
お
い
て
､
｢
今
日
､
私
た
ち
の
知
る
限
り
で
､
越
後
の
代
表
的
な
地

誌
と
い
え
ば
､
｢
越
後
名
寄
｣
･
｢
越
後
野
志
｣
･
｢
北
越
雑
記
｣
･
｢
北
越
略
風
土
記
｣

の
四
書
で
あ
ろ
う
｣

(
四
頁
)

と
述
べ
る
｡

(
6
)

『
与
板
町
史

資
料
編
上
巻

原
始
古
代
･
中
世
･
近
世
』

与
板
町
一
九
九
≡

(
7
)

『
与
板
町
史

通
史
編
』
与
坂
町
一
九
九
九



(
8
)

『
与
板
町
史

文
化
財
編
』
与
板
町
一
九
九
五

(
9
)

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
も
の
は
､
『
越
後
国
絵
図
』

の
題
で
地
図
の
み
で
付
録
は
存
在
し
な
い
｡
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
は
､
『
越
後
国
全
図

巻

一
-
七

図
及
付
録
』

の
表
題
で
､
地
図
お
よ
び

『
越
後
国
四
城
』

が
含
ま
れ
な
い
｡
同
資
料
は
､
尊
経
閣
文
庫
､
天
理
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
､
現
段
階
で
は
未
見
で
あ
る
｡
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
は
､
今
後
の
課
題
と
し
た
い
｡

(1
0)

国
会
図
書
館
本
は
新
潟
県
立
図
書
館
本
よ
り
も
､
記
載
内
容
に
つ
い
て
の
細
か
な
補
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
よ
っ
て
､
新
潟
県
立
図
書
館
本
の
方
が

古
い
も
の
に
属
す
る
と
考
え
て
い
る
｡

(ll)

『
改
正
越
後
国
佐
渡
国
全
図
並
付
録
』に

つ
い
て
は
､
以
下
､
全
て
新
潟
県
立
図
書
館
本
か
ら
引
用
し
た
｡
な
お
､
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
､
常
用
漢
字

を
原
則
的
に
使
用
し
､
適
宜
､
読
点
等
を
付
し
た
｡

(1

2
)
一
般
に
近
世
地
誌
は
､
幕
府
や
藩
と
い
っ
た
為
政
者
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
と
､
篤
学
者
に
よ
り
個
人
の
努
力
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
に
大
別
さ

れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
､
長
春
の
著
作
は
ど
ち
ら
に
属
す
る
の
か
､
あ
る
い
は
そ
の
中
間
的
な
形
態
で
あ
る

の
か
､
と
い
っ
た
疑
問
が
残
さ
れ
よ
う
｡
こ
の
点
は
今
後
､
検
討
を
進
め
て
い
く
べ
き
興
味
深
い
点
で
あ
る
と
言
え
る
｡

(1
3)

『
鈴
木
牧
之
資
料
集
』

新
潟
県
教
育
委
員
会
一
九
六
一

四
二
頁

(14)

石
田
龍
次
郎
『
日
本
に
お
け
る
近
代
地
理
学
の
成
立
』
大
明
堂
一
九
八
四

七
二
-
七
三
頁

(15)

今
泉
省
三
･
真
水
淳
編

『
越
佐
叢
書

第
十
五
巻
』

野
島
出
版
一
九
七
人

(16)

源
川
公
章
校
訂

『
越
後
野
志

下
巻
』

越
後
野
志
刊
行
会
一
九
三
六
｡
た
だ
し
常
用
漢
字
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
｡

(17)

大
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
資
料
叢
刊
Ⅹ

『
三
井
長
泰
『
改
正
越
後
国
佐
渡
国
全
図
並
付
録
』
』

二
〇
〇
七
年
三
月
刊
行
予
定
｡

19




